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県土整備部洲本土木事務所

第３回協議会において、 県道福良江井岩屋線「松帆西路（孫大橋）交差点～湊交差点～松帆古津路（御原中前）
交差点の間：延長「．７ｋｍ」の道路整備計画方針が決定し、 都市計画決定の手続きに入る事となりました。

◇

　

道路計画断面（道路各部の幅員構成）の決定

　

道路幅員は計画交通量（将来を見込んだ１日の車車両通行台数）と
道路構造令等の関連法令・基準等から決まります。
第２回の協議会において、交通量調査結果から基準にあった

断面構成の「道路構造令等基準にもとづく標準的な断面図」を
示し、 これ以外には、 片側のみに自転車・歩行者道（幅員＝３．５ｍ）
を設置する案や、片側には自転車・歩行者道を設置し、反対側は
歩道（幅員＝２．５ｍ）を設置する案、また、街並み景観向上の
ために植栽帯を設置する案等を示しました。
第３回協議会において、 これらを検討した結果、 右図のとおり

【決定した標準的な計画断面】
①

　

車道幅員

　

３．２５ｍ×２車線

　　　　　

．道路構造令による標準断面

②

　

両側に自転車歩行者道３．５ｍを設置

　　

決定諸元

◎

　

総幅員１５．ｏｍ （付加車線部１８．ｏｍ）

計画交通量

　　

２車線道路指標値
１０，５９７台／日

　

＞

　

４，仰０台／日

・車道幅員：３．２５ｍ路肩幅員：０．７５ｍ

両側に３５ｍの自転車歩行者道を設置し、 一般部総幅員はコ５Ｑｍ‐
（交差点付近の付加車線部櫨幅員は１８０ｍ）の道路断面に決定
しました。

◇計画区間における道路整備計画の主な配慮事項

自転車歩行者道の設置
・自転車・歩行者通行量
３８７台・～１２時間＞ 鯛台・人／－２時間

①

　

御原橋の拡幅は上流側とする。
橋梁拡幅は、経済性、 施工性、安全性から、片側を原則とする。
下流側に拡幅は、御原橋前後で道路線形を著しく変形させ、補償物件数が多大な件数となり、湊交差点が
西（市街地）側に片寄ることで阿万福良湊線の取り付け線形が現状より悪化する（カーブがきつくなる）。

②

　

現況水路は道路の外に付け替え、機能保持する。
孫大橋から現道に並行する水路は、 道路区域外に付け替える。

③

　

道路線形の改善を考慮する。
現状の道路線形は蛇行したものであるため、道路構造上望ましいできるだけ直線に近づける線形に改良する。

④

　

支障物件の数、及び規模を考慮して合理性と経済性を勘案し道路法線を決める。
３件あるガソリンスタンドは、消防法等の法的規制で施設、 設備の立地、 配置に制約があり移転が難しい。

※

　

なお、 今回、 本紙に掲載した図面や費用の案は概略案・概算値であり、 今後の調査、 詳細設計により、
精度を上げ、 確定していきます。

◇

　

湊地区における道路整備計画案の決定
湊地区での道路整備計画は、 （Ａ‐「）案と（Ａ－２）案の

２案を比較しました。両側拡幅とした（Ａ‐１）案では、
支障物件数が多＜移転補償費が多大となり、また、
三原川沿いの建物の大半は背後地がなし、ため、すべて
別の土地への移転となります。一方、西淡庁舎側へ
片側拡幅する（Ａ－２）案では、 西淡庁舎側の移転対象物件
数は両側拡幅の場合とほぼ変わりません。用地費・
補償費の比較において半分以下となり、経済性の面
でも

　

圧倒的に有利となります。 この検討結果から、
西淡庁舎側へ片側拡幅する（Ａ‐２）案に決定しました。
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（Ａ ２）案 ： 西淡庁舎側へ拡幅計画
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用地費・補償費比較表◇

　

古津路地区における道路整備計画案の決定

　

古津路地区での道路整備計画は、 （Ｂ‐１）～（Ｂ‐４）の４案で比較検討しました。
蛇行した現状の道路線形が改善でき、移転困難と考えられる物件を避け、 さらに
支障物件が少なく、最も経済的であることから、

山（東）側に拡幅

　

する（Ｂ‐４）案が最良であると決定しました。

（Ｂ－１）案： 現道両側拡幅計画
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・現道中心Ａ線を基準として、原則的には

均等幅で両側に拡幅

・支障物件は両側となり、片側案のほぼ倍数

の支障物件数となる。

・現道沿し、に原則的に左（海）側片側に拡幅

・現道の蛇行した線形を修正し、御原稿寄は

左（海）側に拡幅、松帆交差点寄は石（山）

側拡幅とした、片側交互の拡幅

・法的制限から移転・改造が困難なガソリン

スタンドを避ける

・左右切替区間で両側に支障物件が生じる

・他の薬より最も物件補償費が少ない。

（Ｂー２）案： 海側へ拡幅計画
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（Ｂ－３）案： 山側へ片側拡幅計画
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（Ｂー４）案： 南、 海側、 北、 山側拡幅計画
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◇事業着手の考え方
兵庫県では、当整備計画路線の全区間をいくつかの区間に分割して事業者手
することを考えています。
まず、 最重点課題である御原橋前後の渋滞解消と自転車・歩行者の安全確保

を実現するため、 右図の赤青色区間で第１期として平成２１年度の事業者手を
予定しています。
残りの区間は、※地籍調査等の作業の進捗状況等を勘案して、 随時着手して

行きます。

　

まだ今後は、 この道路が西淡地区の中心Ｎ市街地にふさわしい景観となるよう、
電線類地中化や地場産瓦製品等の積極的活用も検討していきます。

※

　

我が国の土地に関して、登記所に備え付け、広く利用されている地図は、その半分が明治
に作られた公図（字眼図）であり、境界、形状などが現実と違う場合があり
・

　　

た土地の面圭も正確でないものがあるのが実態です。今回道路整備を
行う古洋路地区は、特にその相違が著しく、公園も何種類かあり、それぞれが異なる状況で
す。このような場所では、道路拡幅のだめ必要となる用地を取得し、道路区域として分筆

（１つの区画の土地を分割して登記すること）ができません。

　

地雑調査は、一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し境界の位置と面積を測量し、
地籍調査の結果を登記所に送ることで、これまでの間違った登記簿、地図が更新されます。

　

南あわじ市は、計画区間の地籍調査を道路事業に先立ち実施する予定です。これによって、
土地取引や土地の管理が円滑に、確実に行われるものとなります。すでに市内各地域で地藷
調査を実施しています。調査状況等詳しくは、市のホームページの地籍調査課のコーナーで
御覧になれます。

◇道路整備の事業化と都市計画決定までの
スケジュール

協議会の道路整備方針決定をうけて、兵庫県と南あわじ市は，
本年度末に都市計画決定するための作業を進め、兵庫県では
平成２１年度事業着手するための手続きを進めます。
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◇ ご 要 望 や ご 意 見

　

（本編こ掲載した記事の情報は、 淡路県民局及び南ぁゎじ市のホームページと庁舎でさらに詳しい内容を閲覧できます

１１

　　　

道路計画やこの協議会通信に対する皆様のご意見やご要望をお寄せください

　　　

１１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＼〔フ／－

　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　

・

　

ご意見、ご要望はＦＡＸ，メールまたは手紙、投稿で次までお寄せください。それ以外の方法では対応しかねますので御了承願います。

〒６５６‐００２１ 洲本市塩屋２－４－５
兵庫県淡路県民局県土整備部
洲本土木事務所道路第２課

した記事の情報は、 淡路県民局及び南あわじ市のホームページと庁舎でさらに詳しい内容を閲覧できます。）
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！Ｅメールアドレス
；ａｗ勾ｉｄ＠Ｐｒｅｆ．ｈｙｏｇｏ．１ｇｉｐ

〒６５６‐０４９２

南あわじ市市善光寺２２番地１
建設部 建設課

ＦＡＸ ０７９９‐４３一５３２６

Ｅメールアドレス
ｋｅｎｓｅｔｓｕ＠ｃｉｔｙ．ｍｉｎａｍｉａｗ引ｉ．ｈｙｏｇｏ」Ｐ


